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　『
萬ま

ん 

歳ざ
い 

楽ら
く

』

宮
司  

古
　
積  

義
　
永
　

　

新
春
を
寿
ぎ
、
先
ず
も
っ
て
皇
室
の

弥
栄
と
崇
敬
者
の
皆
様
方
の
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
は
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い

御
代
を
迎
え
、
大
嘗
祭
を
含
む
御
大
典
の
行
事
を
戴
き
な

が
ら
神
聖
な
力
に
満
た
さ
れ
、
新
珠
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

（
写
真
は
大
嘗
宮
）

　

さ
て
、
昨
年
は
御
大
典
を
奉
祝
し
て
、
各
地
で
『
萬
歳

楽
』
と
い
う
舞
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
た
く
も
、

白
根
三
𠮷
神
社
の
境
内
か
ら
乾(

北
西
・
賢
者
の
方
角)

の

方
向
に
は
『
萬
歳
楽
山
』
と
い
う
霊
峰
を
望
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
萬
歳
楽
山
は
災
害
を
し
ず
め
、
人
々
の
才
能
を

輝
か
せ
る
ご
利
益
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
神

社
か
ら
こ
の
山
を
遥
拝
す
る
こ
と
で
、
更
な
る
ご
神
徳
を

頂
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
君
が 

笑
え
ば 

世
界
は 

輝
く
　

　
誰
か
の 

幸
せ
が 

今
を 

照
ら
す

　
僕
ら
の 

よ
ろ
こ
び
よ 

君
に 

届
け

（
御
大
典
奉
祝
曲
「Ray of W

ater

」　
第
三
楽
章

「Journey to H
arm

ony

」
よ
り
）

　

大
き
く
深
呼
吸
し
て
、
こ
の
一
年
を
自
分
自
身
で
切
り

開
い
て
く
だ
さ
い
！

　

い
つ
も
崇
敬
者
の
皆
様
を
応
援
し
て
お
り
ま
す
。
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●
太
平
山
登
拝

　

令
和
元
年
八
月
三
十
一日
（
土
）
よ
り
一
泊
二
日
の
日

程
で
、白
根
三
𠮷
神
社
の
ご
本
宮
『
太
平
山
三
吉
神
社
』

が
鎮
座
し
ま
す
、
秋
田
県
の
霊
峰
『
太
平
山
』
に
登
拝

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
保
則
会
長
以
下
五
名
、
厳
し
い
天
候
と
険
し
い

山
道
に
己
の
人
生
を
映
し
出
し
な
が
ら
山
頂
を
目
指
し

ま
し
た
。
登
頂
の
折
に
は
、
全
身
に
鳥
肌
が
立
ち
、
言

葉
に
な
ら
な
い
よ
う
な
達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。そ
の
後
、

奥
宮
で
の
正
式
参
拝
に
参
列
し
て
神
様
か
ら
の
霊
力
を

頂
戴
し
、
今
後
も
ご
神
徳
の
高
揚
の
た
め
に一
致
団
結
し

て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

●
大
嘗
宮
見
学

　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
八
日
（
木
）、
十
四
名
で

見
学
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

大
嘗
宮
は
、
天
皇
陛
下
が
御
即
位
の
後
、
初
め
て

新
穀
を
皇
祖
に
・
天
神
地
祇
に
供
え
ら
れ
、
自
ら
も

お
召
し
上
が
り
に
な
り
、
国
家
・
国
民
の
た
め
に

そ
の
安
寧
と
五
穀
豊
穣
な
ど
を
感
謝
さ
れ
、
ご
祈
念

に
な
る
大
嘗
祭
の
中
心
的
な
儀
式
、「
大
嘗
宮
の
儀
」

の
た
め
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
嘗
宮
の
儀
で
は
、
本
年
十
一
月
十
四
日
の
夕
方

か
ら
夜
に
か
け
て
「
悠
紀
殿
供
饌
の
儀
」
が
行
わ
れ
、

翌
十
五
日
の
暁
前
に
「
主
基
殿
供
饌
の
儀
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。（
資
料
提
供　

宮
内
庁
）

●
し
め
縄
作
り

　

令
和
元
年
十
二
月
一
日
（
日
）

　

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
し
め
縄
作
り
を
致
し
ま

し
た
。
神
社
の
顔
と
し
て
本
年
も
皆
様
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

太平山山頂

日本オリンピックミュージアム

しめ縄完成 !!
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●
会
員
親
睦
旅
行

　

今
年
の
親
睦
旅
行
は
岩
手
県
に
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
令
和
元
年
十
月
二
十
日
（
日
）
か
ら
一
泊
二
日
の

日
程
で
新
し
い
御
代
を
お
祝
い
し
て
、
敬
神
婦
人
会

会
員
七
名
で
、岩
手
県
紫
波
郡
鎮
座
「
志
和
稲
荷
神
社
」

と
岩
手
県
花
巻
市
鎮
座
「
花
巻
神
社
」
を
正
式
参
拝

致
し
ま
し
た
。
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
花
巻
温
泉
で

は
鹿
踊
り
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
厳
美
渓
で
壮

大
な
自
然
の
美
し
さ
に
心

を
打
た
れ
な
が
ら
、
更
に

親
睦
と
絆
を
深
め
、
こ
れ

か
ら
も
神
社
を
盛
り
立
て

て
い
く
と
い
う
決
意
を
い

た
だ
い
た
、
意
義
深
い
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。

●
敬
神
婦
人
の
つ
ど
い

　

令
和
元
年
十
月
三
十
日
（
水
）、
ホ
テ
ル
は
ま
つ

に
て
、【
奉
祝 

天
皇
陛
下
御
即
位 

創
立
四
十
周
年
記

念 

福
島
県 

敬
神
婦
人
の
つ
ど
い
】
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
で
当

神
社
敬
神
婦
人
会

の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
表
彰
の
銘
を

受
け
ま
し
た
。
祝

賀
会
で
は
福
島
県

雅
楽
会
に
よ
る
、

舞
楽
「
陵
王
」
を

鑑
賞
し
、
福
島
県

の
敬
神
婦
人
と
し

て
、
天
皇
陛
下
御

即
位
を
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
こ
そ
は
！
と
思
い
な
が
ら
も
気

付
け
ば
ま
た
年
の
瀬
…
と
言
う
事
は
誰

し
も
が
経
験
し
て
い
る
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
あ
わ
せ
な
一
年
を
送
る

た
め
に
、
今
年
は
少
し
視
点
を
変
え

て
「
今
年
や
る
こ
と
」
で
は
な
く
「
今

年
や
り
た
い
こ
と
」「
今
月
や
り
た
い

こ
と
」
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
例
え

ば
、
一
か
月
で
や
り
た
い
こ
と
を
い
く

つ
か
挙
げ
て
み
て
、
実
現
し
た
ら
カ
レ

ン
ダ
ー
に
お
気
に
入
り
の
シ
ー
ル
を
貼

る
。
と
い
う
こ
と
を
積
み
重
ね
れ
ば
一

年
の
充
実
感
、
満
足
感
が
変
わ
っ
て
く

る
は
ず
で
す
。
や
り
た
い
こ
と
で
す
か

ら
何
で
も
い
い
の
で
す
。
静
か
に
一
人

で
美
味
し
い
お
茶
を
飲
む
、
と
か
、
た

ま
に
は
誰
か
に
手
紙
を
書
い
て
み
る
、

と
か
、
継
続
的
で
な
く
て
い
い
と
思
い

ま
す
。
小
さ
な
充
実
感

が
大
き
な
満
足
感
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

舞楽「陸王」

花巻神社 厳美渓

志和稲荷神社
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年
間
の
祭
典
行
事

一
月
一
日

　
　
　
…
…
歳
旦
祭

二
月
三
日

　
　
　
…
…
節
分
祭
（
星
祭
り
）

二
月
十
七
日

　
　
　
…
…
祈
年
祭

三
月
二
十
六
日
（
旧
三
月
三
日
）

　
　
　
…
…
春
季
例
祭

六
月
二
十
八
日

　
　
　
…
…
夏
越
大
祓
式

六
月
二
十
八
日
〜
七
月
七
日

　
　
　
…
…
夏
詣
（
な
つ
も
う
で
）

八
月
十
五
日

　
　
　
…
…
英
霊
感
謝
祭

九
月
九
日

　
　
　
…
…
重
陽
祭
（
病
気
平
癒
祭
）

十
一
月
七
日

　
　
　
…
…
秋
季
例
祭

十
一
月
二
十
三
日

　
　
　
…
…
新
嘗
祭

十
二
月
三
十
一
日

　
　
　
…
…
大
祓
式

　

こ
の
度
、
三
𠮷
ブ
レ
ン

ド
と
ま
つ
り
ブ
レ
ン
ド
の

パ
ネ
ル
を
奉
納
い
た
だ
き

ま
し
た
。
是
非
、
参
拝
の

記
念
に
、
ま
た
お
土
産
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
お
召
し

上
が
り
下
さ
い
。

　

本
年
、
ま
つ
り
ブ
レ
ン

ド
は
三
月
二
十
六
日
（
木
）
春
季
例
祭
よ
り
、
ま
た
十
一
月
七

日
（
土
）
秋
季
例
祭
よ
り
、
約
一
か
月
の
予
定
で
頒
布
致
し
ま

す
。
但
し
、
い
ず
れ
も
無
く
な
り
次
第
終
了
）

粉
・
豆
（
各
一
袋
） 

八
百
円

　

ハ
ー
ト
の
裏
に
は
願

い
事
を
書
い
て
ご
祈
念

く
だ
さ
い
。

　

仕
事
、
良
縁
、
友

人
…
様
々
な
ご
縁
へ
の

導
き
が
あ
り
ま
す
よ
う

に
。

初
穂
料
　
千
円

　

十
二
支
の
ス
タ
ー
ト

で
あ
る
本
年
よ
り
干
支

み
く
じ
を
頒
布
致
し
ま

す
。

　

な
く
な
り
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
。

一
体
　
五
百
円

　

一
人
暮
ら
し
を

始
め
た
り
神
棚
が

な
い
お
宅
に
は
、

金
の
幣
束
の
御
守

を
お
頒
か
ち
し
て

い
ま
す
。

　

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
壁
や
ド
ア
ノ
ブ
、
換
気
口
な
ど

に
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

 

一
体  

三
千
円

当
社
の
御
朱
印
は
月
変
わ
り
で
す
。

お
受
け
に
な
る
際
は

事
前
に
お
電
話
下
さ
い
。


